
 
 
 
 
 
 

 

２０１５年３月２６日(木) 

                                    第一三共ヘルスケア株式会社 
 

半世紀を超える、総合胃腸薬のロングセラーブランド 

「第一三共胃腸薬〔細粒〕ａ」をリニューアル発売 
発売日：２０１５年４月１０日（金） 

 

 

第一三共ヘルスケア株式会社（本社：東京都中央区、社長：西井良樹）は、総合胃腸薬「第一三共胃腸薬    

〔細粒〕a」（ＯＴＣ医薬品：第２類医薬品）を、本年４月１０日（金）にリニューアル発売します。 

 

 

「第一三共胃腸薬」は１９５７年発売当時から配合されている消化酵素

“タカヂアスターゼ”をはじめ、制酸剤や生薬等を配合した複合処方に 

より、幅広く効果を発揮する総合胃腸薬のロングセラーブランドです。 

 

このたび発売する「第一三共胃腸薬〔細粒〕a」は配合成分を変更し、

リニューアルするもので、これまで配合していた整腸作用のある“有胞子

性乳酸菌”に代えて新たに胃痛に対して鎮痛作用のある“ロートエキス”

を加えました。 

 

ＯＴＣ胃腸薬は、当社の実施した調査＊によると胃もたれ・食べ過ぎによる症状が服用目的として依然多く

を占めるものの、食生活やライフスタイルの変化に伴い、ニーズの多様化が見込まれます。 

当社は「第一三共胃腸薬」ブランドにおいて最も販売数が多い本製品を、時代に合わせた処方とすることで、

お客様に支持され続けるブランドを目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊ ２０１４年６月・第一三共ヘルスケア調べ（調査対象：１年以内のＯＴＣ胃腸薬購入使用者２,９５３名） 
 

 

〔 製品特徴 〕 

◎脂肪を分解する“リパーゼＡＰ１２”と、糖質・タンパク質を分解する“タカヂアスターゼＮ１”が消化を

助けます。 

◎ロートエキスが胃液の分泌を抑え、胃痛を鎮めるとともに、３種の制酸剤が胃酸を中和して胃粘膜を

保護します。 

◎６種の健胃生薬が弱った胃の働きを高め、胃の不快感・食欲不振などに効果をあらわします。 

◎塩分のもととなるナトリウムを含んでいません。 



 
 

製品概要 
 

製 品 名 「第一三共胃腸薬〔細粒〕a」 

分 類 ＯＴＣ医薬品（第２類医薬品） 

包装・価格 

＜包装＞     ＜メーカー希望小売価格（税抜き）＞ 
１２包             ７００円 
３２包           １,４５０円 
６０包           ２,３５０円 

成分・分量 

本剤は、３包（１包１.３ｇ）中に次の成分を含有しています。 

成分 分量 はたらき 

タカヂアスターゼＮ１ １５０ｍｇ
広いｐＨ域ではたらく消化酵素で、消化を助け、栄養の吸収 
をよくします。 

リパーゼＡＰ１２ ６０ｍｇ 脂肪消化酵素で、消化作用をあらわします。 

アカメガシワエキス 
６３ｍｇ

（アカメガシワとして
５０４ｍｇ） 胃腸の過度の緊張をおさえて、胃粘膜を保護し、胃の炎症を

しずめます。 
カンゾウ末 １５０ｍｇ

ケイ酸アルミン酸マグネシウム １２００ｍｇ 持続的な制酸作用を有し、かつ胃粘膜の炎症面を保護する 
はたらきもあります。 
また、合成ヒドロタルサイトは速効性もかねそなえています。合成ヒドロタルサイト ４５０ｍｇ

水酸化マグネシウム ６００ｍｇ
速効的な制酸作用を有し、胸やけ、げっぷなどの過酸症状を
改善します。 

ロートエキス ３０ｍｇ 胃液の分泌を抑制し、胃痛をしずめます。 

オウバク末 １０５ｍｇ

味や香りによって味覚を刺激し、胃液や消化液の分泌を 
調節し、消化を助けます。 

ケイヒ末 ２２５ｍｇ

ウイキョウ末 ６０ｍｇ

チョウシﾞ末 ３０ｍｇ

ショウキョウ末 ７５ｍｇ

l-メントール ９ｍｇ
 

効能・効果 

●もたれ、食べ過ぎ、飲み過ぎ、胸つかえ、食欲不振 

●胸やけ、胃痛、胃酸過多、胃重、胃部不快感、げっぷ 

●消化不良、消化促進、胃弱、胃部・腹部膨満感 

●はきけ（むかつき、二日酔・悪酔のむかつき、悪心）、嘔吐 

用法・用量 

次の量を水又はお湯で服用して下さい。 
 

年齢 １回量 １日服用回数 

１５歳以上 １包 

３回 

食後に服用して下さい。 

１１歳以上１５歳未満 ２／３包 

８歳以上１１歳未満 １／２包 

５歳以上８歳未満 １／３包 

３歳以上５歳未満 １／４包 

３歳未満 服用しないで下さい。 

製造販売元 第一三共ヘルスケア株式会社 

発 売 日 ２０１５年４月１０日（金） 

 



 
 
 
＜ご参考＞ 

消化酵素“タカヂアスターゼ®”について 
「第一三共胃腸薬〔細粒〕ａ」に配合されている“タカヂアスターゼ”は、高峰譲吉博士によって発見   

された消化酵素です。ドイツ語で酵素を意味するヂアスターゼに高峰のタカを冠した名は、夏目漱石著  

「吾輩は猫である」にも登場するなど、胃腸薬の代名詞ともなりました。 

１８５４（安政元）年に加賀藩の御典医の家に生まれた高峰譲吉博士は、高名な化学者・発明家であると

ともに、１９１３（大正２）年に設立された三共株式会社（現・第一三共株式会社）の初代社長でもあり   

ます。農商務省に入省して麹の改良に取り組むようになった高峰譲吉博士は、発酵力の高い「高峰式元麹  

改良法」の特許を申請して渡米し、１８９４（明治２７）年に麹菌からでんぷんを分解する消化酵素を発見。

その消化酵素“タカヂアスターゼ”は日本のみならず、世界的な成功を収めました。 

現在も、“タカヂアスターゼ”は「第一三共胃腸薬」に受け継がれており、１世紀以上にわたって今なお

消化機能を支え続けています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●高峰譲吉 博士 ●「三共胃腸薬」 
当初発売品 

●「タカヂアスターゼ」 
当初発売品


